
№12025月１日号
2019５May



地
域
の
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

　
赤
ち
ゃ
ん
が
お
腹
に
い
る
と
気
付
い
た
と
き

か
ら
子
育
て
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

頼
る
人
や
相
談
相
手
が
お
ら
ず
「
子
育
て
の
仕

方
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
不
安
な
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
せ
ん
か
。
仕
事
の
関
係
で
日
田
市
に

転
勤
し
た
た
め
、
周
り
に
相
談
相
手
が
お
ら
ず

１
日
中
家
の
中
に
子
供
と
い
る
日
々
。
ま
た
、

買
い
物
や
美
容
院
な
ど
自
分
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
る
時
間
が
つ
く
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
人

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
田
市
に
は
そ
の
よ
う
な
と
き
に
便
利
な
、

子
育
て
を
応
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童

館
を
紹
介
し
ま
す
。

□
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
主
に
０
歳
か
ら
就
学
前
の
子
供
と
保
護
者

□
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ラ
ザ

　
主
に
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子
供
と
保
護
者

□
児
童
館

　
主
に
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子
供

　
こ
れ
ら
の
施
設
に
は
、
保
育
士
等
の
資
格
を

持
っ
た
先
生
、
専
門
の
知
識
や
経
験
の
あ
る
先

生
が
い
る
の
で
、
安
心
し
て
子
供
を
連

れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
施
設

に
行
く
こ
と
で
、
先
生
た
ち
に
育
児
の
相
談
や

自
分
の
子
供
と
同
じ
年
齢
の
保
護
者
の
人
た
ち

と
交
流
が
で
き
ま
す
。ま
た
、絵
本
や
お
も
ち
ゃ
、

雑
誌
な
ど
も
あ
り
子
供
も
親
も
楽
し
め
る
空
間

と
な
っ
て
い
た
り
、
先
生
た
ち
が
子
供
を
見
て

く
れ
る
の
で
ゆ
っ
く
り
雑
誌
を
見
る
時
間
が
つ

く
れ
ま
す
。

　
先
生
た
ち
は
、
安
全
面
の
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
、

知
り
合
い
が
い
な
い
人
で
も
気
兼
ね
な
く
来
て

頂
け
る
よ
う
に
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
機
会
を

作
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
等
は
施
設
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

が
、
制
作
、
運
動
や
体
操
、
料
理
、
季
節
の
行

事
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

参
加
し
て
み
る
と
子
供
の
こ
れ
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
好
き
な
こ
と
・
も
の
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
出
産
す
る
前
か
ら
参
加
で
き
る
マ
タ

ニ
テ
ィ
マ
マ
・
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
。
子
供

が
入
園
す
る
前
の
プ
レ
保
育
や
自
分
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
児
童
館
を
利
用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日田で子育て、親育て
始めませんか？

1 特集　つなげる、つながる、笑顔と友達の輪 

問こども未来課子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）

親
も
子
も
、
ど
ち
ら
も
育
つ

　
家
の
中
に
一
人
で
い
る
と
子
育
て
が
辛
く
、

不
安
に
な
る
と
き
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
先
生

た
ち
や
他
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
交
流
す
る
と
、

不
安
を
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
利
用

し
た
人
は

「
来
て
み
て
良
か
っ
た
で
す
」

「
離
乳
食
の
こ
と
で
分
か
ら
な
い
点

を
聞
け
て
助
か
り
ま
し
た
」

「
ま
た
来
ま
す
！
」

と
笑
顔
で
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
行
く
と
き
は
、
不
安
で
緊
張
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
知
識
と
経
験
の
あ
る
先
生

た
ち
や
、
子
育
て
の
先
輩
が
温
か
く
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
児
童
館
を
利
用
し
て
自
分
に
合
っ
た
子

育
て
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

施
設
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、
毎
月
１
日
号
の
広
報

ひ
た
「
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！
児
童
館
・
施
設 

主
な
催
し
」
の
ペ
ー
ジ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又

は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

　
是
非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　
子
育
て
の
疑
問
や
悩
み
を
一
緒
に
考
え
な
が

ら
楽
し
く
子
育
て
を
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
０

歳
か
ら
就
学
前
の
子
供
と
保
護
者
が
利
用
で
き

る
場
所
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
供
を
遊
ば

せ
な
が
ら
子
育
て
の
悩
み
を
気
軽
に
話
せ
る
ほ

か
、
ほ
か
の
保
護
者
と
情
報
交
換
を
す
る
な
ど
、

育
児
の
悩
み
を
持
つ
保
護
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
子
供
を
遊
ば
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
気

分
転
換
も
か
ね
て
来
所
す
る
人
も
多
く
、
保
護

者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
季
節
ご
と
の
楽
し
い
行
事
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

施設名 電話
丸の内子育て支援センター
（丸の内こども併設）
ひのくま子育て支援センター
（日隈こども園併設）

まえつえ子育て支援施設
※開設日は週２日間（不定期）

㉓１８９０

㉒７５６５

㉕５３００

53２４０９

チャイルドプラザ 

丸の内子育て支援センター
▼住所

　丸の内町７-２５

▼利用時間　
　月～金曜日
　午前９時 30分～正午、
　午後１時～３時 30分

▼利用料
　無料（参加費、材料費が必要な場合
　があります）

▼対象
　０歳から就学前の子供と保護者

▼電話・来所相談
　午前９時 30分～午後４時

１.プレママ教室でベビーマッサー
ジ　２.消防署見学　３.誕生会の様
子。みんなでステキな一日をお祝い
しましょう　４.丸の内子育て支援
センターへようこそ　５.パパは遊
びの名人です（イクメンサタデイ）

丸の内子育て支援センター　小田原先生、梶原先生
　利用者の気持ちに寄り添いながら、少しでも子
育てが楽しくなるお手伝いができたらと思ってい
ます。丸の内こども園の園見学や園庭開放も行っ
ています。楽しい行事もあります。気軽に遊びに
来てください。お待ちしています。

１３

２

５ ４

ひのくま子育て支援センター

▼住所
　日ノ隈町１８３-２

▼利用時間　
　月～金曜日
　午前９時 30分～正午、
　午後１時～３時 30分

▼利用料
　無料（参加費、材料費が必要な場合
　があります）

▼対象
　０歳から就学前の子供と保護者

▼電話・来所相談
　午前９時 30分～午後５時

１.絵本の読み聞かせ　２.園長先生
による親子クッキング　３.幅広い
世代が参加するファミリー運動会　
４.好きなおもちゃで遊べるプレイ
ルーム　５.ひのくま子育て支援セ
ンターへようこそ

ひのくま子育て支援センター　矢幡先生、佐渡島先生
　スタッフは、地域の子育ての応援団！好きなお
もちゃで遊ぶのはもちろん、季節に合わせた行事
やプレママクラブのイベントを通してお母さん同
士の交流や情報交換も行われています。近くにお
越しの際は、是非のぞいてみてください。

１ ３

２

５４

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　　田には転勤で越してきたので、
知り合いがおらず、同世代の子供を
持つお母さんたちとお話してみたい
と思い利用しました。センターでは、
お母さん同士で悩みを共有するのは
もちろん、常駐のスタッフや園の看
護師さんにもアドバイスをいただけ
ます。最初に行くときはとても緊張
しましたが、皆さんいい人ばかりで
利用して良かったです。

日

　　達から誘われて７か月の娘と一
緒に行ってみました。 おもちゃもた
くさんあり、一年を通していろいろ
な経験ができるので親子で楽しんで
います。家にいるよりセンターに来
た方が気分転換になりママ友もたく
さんできました。また、先生に育児
のことや離乳食の相談にのってもら
えるので勉強になります。

友

▲各施設で行事カレンダーを発行

梶原理恵　　　、希介　　　　、美胡
利用歴　　４年
利用頻度　週２～３回

さん ちゃん ちゃん

石井瑠美　　　、司
利用歴　　１年
利用頻度　週３～４回

さん ちゃん

至月隅公園

御幸橋

豆田町

花月川

丸の内
子育て支援センター

日隅小学校

庄手川

亀山　
公園●●

玉
川
バ
イ
パ
ス

ひのくま
子育て支援センター
  （駐車場有）
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チャイルドプラザ

▼住所　元町１３-２０

▼利用時間　
　月～木曜日、日曜日（祝日開館）
　午前９時～午後５時

▼利用料　無料

▼対象
　市内に居住するおおむね３歳までの
　子供と保護者

▼電話・来所相談
　午前９時～午後５時

▼短時間託児
　生後３か月以上の子供を対象に１時
間あたり 200 円（最長４時間）で
短時間保育を実施

１.ママたちのリフレッシュ！ママ
ヨガ　２.ベビーマッサージで赤
ちゃんもニコニコ　３.カレンダー
作り　４.子供たちが楽しく遊べる
空間です　５.チャイルドプラザへ
ようこそ

チャイルドプラザ
石井先生、長野先生、堤先生、中元先生
　毎日、午前11時にお集まりと絵本の読み聞かせ
を行っています。子供の成長を皆で喜び合えるアッ
トホームな雰囲気の中で、短時間託児や子育て相談
なども行っています。気軽に遊びに来てください。

１３

２

５ ４

中央児童館 

▼住所
　中城町１-６６

▼電話
　☎㉗６４０６

▼利用時間　
　火～日曜日（祝日開館）
　午前９時～午後５時 30分

▼利用料
　無料

▼対象
　市内に居住するおおむね小学校６年
　生までの子供
※就学前の子供は保護者の同伴が必要です。

１.ボール、ベル、ベルターを使っ
た３Ｂ体操　２.音楽に合わせて親
子で触れ合うリトミック　３.小学
生のクッキングでホットケーキ作り
４.児童館にようこそ　５.わくわく
制作でこいのぼりを作ったよ

中央児童館
梶原先生、宮原先生、梶原先生 、日野先生、梅原先生
　児童館は、広々として温かい雰囲気の中で雨の
日でも親子が楽しく遊べる場所です。小学生も利
用できるので、幅広い異年齢交流ができ乳幼児を
小学生がかわいがるような姿も見られます。

１ ３

２

５４

■天瀬児童館

▼住所　天瀬町合田１９８６-２　　☎57８９２２

■大山児童館

▼住所　大山町西大山３６１０-１　☎52２９０１

　〈天瀬児童館・大山児童館共通〉

▼利用時間　
　火～土曜日　午前９時～午後５時 30分

▼利用料　無料

▼対象　市内に居住するおおむね小学校６年生ま
　での子供
※就学前の子供は保護者の同伴が必要です。 

■松原児童館

▼住所　大山町西大山８４４２-３　☎52２９２２

▼利用時間　
　毎週土曜日、夏休み期間の火～土曜日
　午前９時～午後５時 30分

▼利用料　無料

▼対象　市内に居住するおおむね小学校６年生ま
　での子供
※就学前の子供は保護者の同伴が必要です。 

　　診でいただいた通信を
見たのがきっかけです。
施設内から動く電車を見る
のが大好きな娘で、朝のお
集まりも、お友達と仲良く
参加しています。
日頃から利用していたの
で、下の子の出産準備のた
めの託児を安心してお願い
でき大変助かりました。
お父さんやおばあちゃんも
入りやすく娘もお気に入り
の施設なので、これからも
利用していきたいです。

河津美津子　　　   智花
利用歴　　１年２か月
利用頻度　週３～４回

検　　女が1歳を迎えた頃か
ら利用しています。たくさ
んのおもちゃがあり、子供
たちは来るたび、目をキラ
キラさせて遊んでいます。
また、母である私は、育児
の悩みなどを相談できるマ
マ友に出会えました。
児童館は、育児の大きな味
方だと思います。奥野沙耶

瑛士　　　　　恵茉
利用歴　　２年６か月
利用頻度　週２～３回

長

児
童
館

児
童
館
と
は

　
児
童
館
と
は
子
供
た
ち
が
遊
び
を
通
し
て
、

心
や
体
が
育
ち
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
基

礎
を
培
う
場
で
あ
り
、
安
心
し
て
楽
し
く
遊
べ

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
も
保
護
者
同

伴
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
季
節
ご
と
の
行

事
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
子
育
て
の
相
談
な

ど
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
子
供
会
な
ど
の

団
体
の
活
動
支
援
な
ど
、
子
供
た
ち
の
よ
り
良

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
る
場
と

し
て
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▲各施設で行事カレンダーを発行

 さん 、
 さん 、

 ちゃん 、 ちゃん

ちゃん

日
田
駅●

観光
協会

チャイルド
プラザ

中城体育館●

●淡窓図書館

●警察署

●市役所

中央
児童館
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　大分県よろず支援拠点による中小企業者・創業希望
者等を対象とした出張相談会と販路開拓等の各種セミ
ナーを実施しています。
【出張相談会】

▼とき　　毎月第３金曜日（８月は第４金曜日）
　　　　　午前10時～正午、午後３時30分～４時30分

▼ところ　日田市ビジネスサポートセンター
　　　　　（日田玖珠地域産業振興センター内）
※詳細は下記にお問い合わせください。
【セミナー】

●出張経営相談会及び経営セミナーを実施します！
大分県よろず支援拠点

※時間は全て午後１時～３時。
※講師は、大分県よろず支援拠点コーディネーターから派遣
　されています。

日田市ビジネスサポートセンター
創業相談会

　創業を考えている人や創業間もない人の色々な悩みに
対する相談会を行っています。是非、ご参加ください。

▼とき　毎週土曜日　午前９時～午後５時
※ただし、祝日、年末年始を除く。

▼ところ　日田市ビジネスサポートセンター
　　　　　（日田玖珠地域産業振興センター内）

問日田市ビジネスサポートセンター☎㉘５５２０
　商工労政課地域産業支援係
　☎㉒８２３９（市役所３階）

テーマ ところ

日田玖珠地域産業
振興センター２階
商談会議室

とき 講師

８月 23 日㈮

７月 19 日㈮

５月 17 日㈮

６月 21 日㈮

９月 20 日㈮

●令和２年度小・中学校の児童・生徒特別支援学級就学援助制度

問学校教育課学務係☎㉒８２２１（市役所別館２階）

▼援助対象 
　市内に住所を有し、日田市立小・中学校の特別支援学
級に在級する児童・生徒及び通級指導教室に通級する
児童の保護者で、次のような理由によって市教育委員
会が認定した人

・市民税非課税又は減免を受けている世帯
・児童扶養手当の支給を受けている世帯
・生活保護が廃止又は停止になったが、生活が苦しく諸
学費に困っている世帯

・前年中の世帯全員の総収入が生活保護受給世帯に準じ
る額以下である世帯（生活保護基準の2.5倍以内の所得）

※通級指導教室に通級の場合は、2.5倍以上の所得でも対象と
なりますが、支給額が半額になります。
・病気や災害などの特別な事情によって、収入が著しく
減少し諸学費に困っている世帯

▼援助内容 
　学用品等購入費、学校給食費等
※新入学学用品費（令和２年度入学児童生徒のみ）は、平成
31年４月から令和２年４月に購入し、入学に必要なもので
あると市教育委員会が認めたものが対象となります。また、
学用品等購入費は令和２年２月以降に購入した購入品が対象
です。

※学用品等は実費支給のため、領収書など支払証明が必要とな
ります。そのため、領収書等は認定結果が出るまで保管し
てください。

※通級指導教室に通級の場合は、交通費のみ支給対象です。
※詳細は市ホームページをご覧ください。　

　特別支援就学援助とは、小・中学校の「特別支援学級」に在級する児童・生徒並びに「通級指導教室」に通級する
児童のご家庭に対して、経済状況に応じ、学用品等の就学上必要な費用の一部を援助する制度です。2019年度の申請
からマイナンバー（個人番号）を収集していますので、申請書に必要書類を添付し送付してください。

▲セミナー風景

インバウンド対策

インターネット活用

消費増税対策

商品陳列・売場作り

手描きＰＯＰ

是永逸郎

矢野俊樹

二宮基陽

木許 大

森 海里

▼軽自動車税の減免
　次の①から③のいずれかに該当する場合は、軽自動車
税の減免を受けられる場合があります。詳細は税務課
税制窓口係又は各振興局にお問い合わせください。

▼申請期限　５月31日㈮
①障がい者減免
　障がい者本人が所有し、障がい者のために使用する
軽自動車（障がい者が18歳未満の場合等は、家族所
有の軽自動車も含む）

※減免の対象となる障がいの程度、軽自動車の使用頻度等に
は一定の基準があります。
・申請に必要なもの
　印鑑、運転免許証、車検証、身体障害者手帳等、軽
自動車税納税通知書
②身体障がい者用構造減免
　身体に障がいのある人が利用するために改造された
軽自動車

・申請に必要なもの
　印鑑、車検証、構造が確認できる写真、軽自動車税
納税通知書

③公益減免
　公益法人などが所有する軽自動車で、公益のために
直接使用する車

・申請に必要なもの
　法人の代表者印、車検証、軽自動車税納税通知書、
運行計画書等、定款

▼税額について
　三輪及び四輪以上の軽自動車税の税額は、初度検査
年月（新車新規登録年月）等で変わります。
・初度検査年月が平成18年３月以前の車両は、本年度
から経年重課税率の対象となります。
・初度検査年月が平成30年４月から平成31年３月ま
での車両は、環境性能に応じてグリーン化特例（軽
課）の対象となる場合があります。

▼納期限　５月31日㈮
※軽自動車税の領収証書は車検を受けるときに必要ですの
で、車検証と一緒に大切に保管してください。

●軽自動車税の納税は５月31日までに

問税務課税制窓口係☎㉒８３９７（市役所１階）

問地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

問教育総務課総務企画係☎㉒８２３４（市役所別館３階）

▼補助対象費用　下宿（部屋代・食費）、学校寮（寮　
　費・食費）、親戚宅等（家賃・食費相当額）
※就学する高校から５キロメートル以内の下宿等が対象です。
※食費相当額は、１人に付き２万5,000円（定額）です。
※いずれも電気代等の管理費は除きます。

▼補助金額（月額）
・下宿、学校寮：補助対象費用から３万5,000円を控除
し、100円未満の端数を切り捨てた額

●日田市高校生就学援助補助事業のお知らせ

※上限額は月額１万3,000円です。
・親戚宅等：8,000円

▼申請期限　５月31日㈮
※６月以降に下宿等の利用を開始した場合は、開始日の属する
月の末日まで。申請書は下記及び各振興局に用意していま
す。市ホームページからもダウンロードできます。

市政情報ピックアップ

　市内の高校に就学する生徒の保護者で、中津江村及び上津江町に住所があり、下宿等に係る費用を支払っている人
で、市税を完納している人を対象に補助金を交付します。

減免申請書への個人番号・法人番号の記載について
　番号法の施行に伴い、減免申請書に納税義務者の
個人番号（法人の場合は法人番号）の記載と減免申
請書提出の際に、番号法に基づく本人確認（個人番
号確認＋身元確認）が必要です。各申請に必要なも
のと併せてマイナンバーカード又は通知カードと身
元確認ができるもの（運転免許証、旅券等）を持参
してください。
※申請に必要なものに納税義務者の身元確認ができるも
のが含まれている場合は、追加で持参する必要はあり
ません。
※法人の場合は、本人確認はありません。

　軽自動車税の納期限は５月31日㈮までです。納税通知書は５月８日㈬に発送する予定ですので、期限内に納めてく
ださい。

　今号から広報ひたのロゴと紙面をリニューアルしました。「日田」の漢字と和のイメージを取り入れたロゴ
と、今号から始まる特集記事と連動した表紙にしました。これからも皆さんから手に取っていただけるような
広報紙を目指します。
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場所取りはやめましょう

問観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）

問日田まつり振興会事務局（観光課観光振興係）
　☎㉒８２１０　　㉒８３２８
　　kanko@city.hita.oita.jp

　川開き観光祭の川のイベント「ハンギリ源平合戦」
の参加者を募集します。昨年に引き続き女性の部も開
催しますので、奮ってご参加ください！

▼とき 
　５月25日㈯　午前11時～午後３時　
　（午前10時30分から受付）

▼ところ
　三隈川河畔（京町児童公園前）

▼参加資格
　３人１組で高校生以上の人

▼申込方法
　代表者氏名、住所、連絡先を電話、ファックス又は
　メールで申込み

▼申請期限
　５月９日㈭

　５月25日㈯・26日㈰の２日間で、「日田川開き観
光祭」が開催され、市内外から多くの観光客が訪れま
す。
　マナーを守り、美しい日田の景観を観光客の皆さん
に誇れるよう、環境美化にご協力ください。
※ゴミのポイ捨てやテープ、チョーク、シート等を用いた花火
観覧の場所取り等、景観を損なう行為はやめてください。

※河川敷や道路における悪質な場所取りは、河川法や道路法
等に抵触する可能性があります。

●環境美化に協力を！

第 72 回日田川開き観光祭について
市政情報ピックアップ

●「ハンギリ源平合戦」参加者大募集！

皆さんの意見を募集します！ーパブリックコメントー

都市計画の変更（案）について
　用途地域の変更案を公開していますので、ご意見をお寄せください。
■閲覧場所　市ホームページ、市役所３日以内窓口、都市整備課、各振興局・振興センター、各地区公民館
　（各振興局・振興センター管内を除く10か所）
■意見の提出方法　住所・氏名を記入の上、市ホームページ、郵便、ファックス、持参のいずれかで提出
■意見の提出先　市役所３日以内窓口、都市整備課、各振興局・振興センター
■募集期限　５月30日㈭
問〒８７７-８６０１（住所記載不要）　都市整備課都市計画係（市役所５階）　☎㉒８２１７　　㉒８２４７

※会場までは、天瀬振興局からのシャトルバス（無料）をご利用ください。

問天瀬振興局産業建設係☎57３１４７
　ローズヒルあまがせ　☎57８１８７

第 24回

５月 12日㈰
午前９時30分～午後３時 30分

ローズヒルあまがせ（天瀬農業公園）

・五馬保育園、朝日こども園ファッションショー　
・昭和学園高等学校バトン部
・日田もりあ下駄い
・騎士竜戦隊リュウソウジャーショー
・別府大学吹奏楽部　

・日田やきそば
・うどん
・地鶏焼き
・たこ焼き　など約 20店

食のイベント

■開催期間

 ５月１日㈷～ 31日㈮
※バラの開花状況によって変更有り。毎週火曜日は休園します。

■ところ　ローズガーデン（天瀬農業公園内）

■入園料　高校生以上 300円、小・中学生 100円

■イベント
　５月 18日㈯・19日㈰　大バラフェア（お楽しみ抽選会）
　５月 25日㈯・26日㈰　バラ苗 20％オフフェア
※期間中天ヶ瀬温泉に宿泊された人に、バラ苗又はバラアイスを
　プレゼント（先着 300人）。

　色とりどりのバラが咲いているローズヒルあまがせを会場として、様々なステージイベン
トやＢ級グルメでおなじみの日田やきそばをはじめ、おいしい食のイベントも楽しめます。
　親子で一日楽しく過ごせるイベントとなっていますので、是非お越しください。
※ローズガーデン入園者には「母の日プレゼント」があります（先着100人）。

とき

ところ
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お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

一
斉
情
報
伝
達
試
験

市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー

ト
）
を
使
用
し
た
一
斉
情
報
伝
達
試
験
放

送
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
　
５
月
15
日
㈬
　
午
前
11
時
頃

■
放
送
内
容

　
「
こ
れ
は
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
　

問
防
災
・
危
機
管
理
課
防
災
・
危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

銃
砲
や
刀
剣
類
の
所
持
・
売
買
の
た
め
に

は
登
録
が
必
要
で
す
。
未
登
録
や
新
規
取

得
の
人
は
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
５
月
８
日
、
７
月
10
日
、
９
月

11
日
、
11
月
13
日
、
令
和
２
年
１
月
８

日
、
３
月
11
日
（
全
て
水
曜
日
）

※
全
て
午
後
１
時
〜
５
時
。
（
受
付
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

■
と
こ
ろ
　

　
大
分
県
庁
舎
別
館
８
階
　
84
会
議
室

※
会
場
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の
　
現
物
、
発
見
届
出
済

証
、
登
録
手
数
料
（
１
件
　
６
３
０
０
円
）

※
再
交
付
に
は
、
手
数
料
（
１
件
３
５
０
０

円
）
が
必
要
で
す
。

※
家
族
以
外
の
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
で

す
。

問
大
分
県
教
育
庁
文
化
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
８

　
文
化
財
保
護
課
文
化
財
管
理
係

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
市
役
所
別
館
２
階
）

固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

今
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
５

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
納
付
書
払
い
の

人
は
１
年
分
（
第
１
期
〜
第
４
期
）
の
納

付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
た
め
大
切
に
保

管
し
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
一
括
し
て
納
付
す
る
場
合

は
第
１
期
か
ら
第
４
期
の
納
付
書
４
枚
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
１
期
の
納
期
限
　
５
月
31
日
㈮

※
納
付
書
は
改
元
後
も
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６
（
市
役
所
１
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助

住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
建
物

は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
部
分
が
延

べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の
併
用
住
宅
を

含
む
）
で
す
。
自
宅
の
耐
震
性
を
確
認
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
補
助
額

・
耐
震
診
断

　
（
限
度
額
　
７
万
５
千
円
〜
11
万
円
）

・
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
　
80
万
円
）

・
部
分
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
　
60
万
円
・
30
万
円
）

※
建
物
区
分
や
改
修
方
法
に
よ
っ
て
限
度
額
が

異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
20
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

三
世
代
同
居
世
帯

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

18
歳
未
満
の
子
供
を
含
む
三
世
代
以
上
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
（
申
請
日
以
降
に
三
世

代
と
な
る
世
帯
を
含
む
）
の
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

①
三
世
代
同
居
子
育
て
支
援
型

世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
総
額
が
６
０
０

万
円
未
満
の
世
帯
限
定

■
工
事
要
件
　
子
育
て
の
た
め
に
行
う
改

修
工
事
で
補
助
対
象
費
用
が
30
万
円
以

上
の
工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
費
用
の
10
分
の
２

　
（
限
度
額
　
30
万
円
）

②
三
世
代
同
居
支
援
型

■
工
事
要
件
　
玄
関
、
ト
イ
レ
、
浴
室
、

キ
ッ
チ
ン
の
部
位
の
う
ち
一
部
位
以
上

を
増
設
し
、
増
設
後
に
二
部
位
以
上
が

複
数
と
な
る
工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
費
用
の
10
分
の
５

　
（
限
度
額
　
75
万
円
）

③
三
世
代
同
居
高
齢
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
で
、
世

帯
全
員
の
前
年
の
所
得
総
額
が
３
５
０
万

円
未
満
の
世
帯
限
定

■
工
事
要
件
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

で
補
助
対
象
費
用
が
30
万
円
を
超
え
る

工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
費
用
の
10
分
の
２

　
（
限
度
額
　
30
万
円
）

■
申
込
期
限
　
12
月
20
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業

今
年
度
か
ら
通
学
路
沿
い
の
危
険
な
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
除
却
に
対
す
る
補
助
の
受
付
を

新
た
に
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
補
助
対
象
と
し
ま
す
。

①
通
学
路
に
面
し
て
い
る
こ
と

②
高
さ
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
も
の

③
著
し
い
ひ
び
割
れ
や
傾
き
が
あ
り
、
危

険
な
状
態
に
あ
る
も
の

■
補
助
額

　
補
助
対
象
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
除
却
に
要

す
る
費
用
の
２
分
の
１

　
（
限
度
額
　
10
万
円
）

■
申
込
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

５
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
５
月
10
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

　在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人
を

対
象
に
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提
供
や

意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
５
月
９
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
４
階
　
４
０
１
会
議
室

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
５
月
８
日
㈬

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

健
康
で
活
力
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
、
80

歳
で
20
本
の
歯
を
残
す
こ
と
を
目
指

す
「
８
０
２
０
運
動
」
の
一
環
と
し
て
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
２
日
㈰
　 

※
時
間
は
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
参
加
要
件
　

・
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
む
し
歯
無
し
又
は
全
て
治
療
済
み
の
親

と
平
成
30
年
度
に
３
歳
児
健
診
を
受
診

し
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
幼
児

・
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
80
歳
以
上
（
昭
和
14
年
３
月
31
日
以
前

生
ま
れ
）
で
自
分
の
歯
（
歯
の
根
）
が

20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人

※
過
去
に
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
人
は
除
き

ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
５
月
14
日
㈫

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
出
産

準
備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
と
き
　
６
月
７
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
６
月
14
日
㈮
　

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ

方
、
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
６
月
21
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
か
ら
の
お
話
、
産
後
の

サ
ポ
ー
ト

※
時
間
は
、
①
・
③
は
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
。
②
は
午
後
７
時
〜
９
時
。

　
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
限
　
６
月
５
日
㈬

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
参
加
者
募
集

講
義
や
調
理
実
習
を
通
じ
て
栄
養
や
食
に

つ
い
て
学
び
、
地
域
で
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と
き 

　
６
月
25
日
㈫
〜
令
和
２
年
３
月
10
日
㈫

（
原
則
第
４
火
曜
日
の
全
10
回
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
　
栄
養
実
習
室

■
募
集
要
件
　

・
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
70
歳
以
下
の
人

・
全
講
座
に
出
席
が
で
き
る
人

・
原
則
、
修
了
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
地
域
で
普
及
活
動
が
で
き
る
人

■
参
加
費
　
無
料

※
た
だ
し
、
食
品
成
分
表
代
５
４
０
円
が
必
要

で
す
。

■
募
集
数
　
24
人
（
先
着
順
）

■
募
集
期
限
　
５
月
17
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

在
宅
重
度
障
が
い
者

住
宅
改
造
資
金
の
助
成

障
が
い
の
内
容
に
応
じ
た
住
宅
の
改
造
資

金
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
障
が
い
者
で
、
本
人
が

属
す
る
世
帯
の
生
計
中
心
者
（
対
象
と

な
る
障
が
い
者
の
生
計
を
実
質
的
に
支

え
る
者
）
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
場
合

■
助
成
額

　
補
助
基
準
額
の
３
分
の
２
以
内

　
（
限
度
額
　
40
万
円
）

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈮

※
詳
細
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

高
齢
者
住
宅
改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
身
体
状
況
の
在
宅
高

齢
者
が
い
る
住
宅
を
住
み
や
す
く
整
備
す

る
た
め
の
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
生
計
中
心

者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０
０
万
円

未
満
の
世
帯

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
・
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事

　
玄
関
（
他
の
室
外
へ
の
出
入
口
）
、
浴

室
、
便
所
、
廊
下
、
台
所
、
階
段
な
ど

へ
の
手
す
り
設
置
、
段
差
解
消
、
床
や

通
路
面
の
材
料
変
更
等

■
助
成
額
　
対
象
費
用
の
３
分
の
２
以
内

（
限
度
額
　
40
万
円
）

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
保

険
の
住
宅
改
修
を
含
む
。

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈮

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
き
が
必
要
で
す
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

離
乳
食
教
室

生
後
５
か
月
か
ら
９
か
月
の
乳
児
の
保
護
者

を
対
象
に
離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
11
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
募
集
数
　
15
人
程
度
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈮

※

電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り
な
が

ら
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
５
月
11
日
㈯
　
40
〜
60
代
の
独
身
男
女

②
５
月
18
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

③
５
月
25
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

第
52
回
津
江
山
系
釈
迦
連
峰
山
開
き

登
山
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
釈
迦
岳
や
御
前
岳
な
ど
津
江

三
山
と
い
わ
れ
る
標
高
千
メ
ー
ト
ル
級
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
雄
大
な
自
然
の
中
で
行

わ
れ
る
、
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
抽
選

会
、
出
店
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
５
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

　
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
奥
日
田
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー

ル
ド
内
（
椿
ケ
鼻
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
）

問
山
祭
会
議
事
務
局
（
折
居
）

　
☎
０
８
０‐

８
５
６
９
‐
９
６
７
２

　
前
津
江
振
興
局
☎
53
２
１
１
１

駅
前
広
場
の
完
成
イ
ベ
ン
ト

日
田
駅
前
の
賑
わ
い
と
交
流
の
場
を
創
出

す
る
た
め
整
備
を
進
め
て
い
た
、
日
田
駅

前
の
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
風
船
飛
ば

し
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
５
月
12
日
㈰
　
正
午
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
駅
前
広
場

※
風
船
飛
ば
し
は
０
時
50
分
頃
行
う
予
定
で
す
。

問
日
田
市
商
店
街
連
合
会

　
☎
㉔
５
３
９
１

　
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

①
春
の
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

天
体
望
遠
鏡
で
月
と
木
星
及
び
初
夏
の
星

座
の
観
察
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
５
月
11
日
㈯
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
集
合
場
所
　
桂
林
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
車
は
ア
オ
ー
ゼ
に
停
め
て
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
日
田
天
文
同
好
会
に
よ
る

星
座
な
ど
の
お
話
会
を
行
い
ま
す
。

②
春
の
自
然
観
察
会

■
と
き
　
５
月
18
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
カ
シ
ノ
キ
ヅ
ル
谷
（
中
津
江
村
）

■
集
合
場
所
　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

※
８
時
15
分
ま
で
に
集
合
。

■
募
集
数
　
20
人

※
弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
等
を
持
参
し
、
上
下

長
袖
の
服
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

５
月
は
「
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
」
で
す
。

（
申
込
不
要
）

■
と
き
　
５
月
18
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

④
春
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■
と
き
　
５
月
19
日
㈰
　
午
前
８
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
竜
体
山
公
園

■
集
合
場
所
　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

※
７
時
50
分
ま
で
に
集
合
。

■
募
集
数
　
20
人

※
飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
で
す
。
５
月
８

日
㈬
以
降
に
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

高
齢
者
安
全
運
転
講
習
会

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
自
動
車
運
転
免

許
を
持
つ
人
を
対
象
に
、
自
動
車
の
安
全

運
転
を
再
確
認
し
て
も
ら
う
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
８
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
日
田
自
動
車
学
校

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
15
人
（
先
着
順
）

■
募
集
期
間
　
５
月
７
日
㈫
〜
20
日
㈪

※
申
込
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
日
田
警
察
署
交
通
課
☎
㉓
２
１
３
１

　
交
通
安
全
協
会
日
田
支
部
☎
㉔
４
６
０
１

　
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

防
災
管
理
新
規
講
習

■
と
き
　
６
月
13
日
㈭
　
午
前
９
時
〜

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
）

■
受
付
期
間
　
５
月
14
日
㈫
〜
20
日
㈪

■
受
講
料
　
６
５
０
０
円

■
募
集
数
　
80
人

※
受
講
申
込
書
は
日
田
消
防
署
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

問
（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
教
室
生
募
集

60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
高
齢
者
の
生

次回の広報ひた５月15日号は、５月15日㈪に発送します。Information ５.１

き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
、
趣
味
の
教
室
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

■
教
室
内
容

　
囲
碁
、
将
棋
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ペ
タ
ン

ク
、
手
芸
、
木
工
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど

■
と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
入
会
や
見
学
希
望
な
ど
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２
１
２
３

ミ
ニ
ハ
ウ
ス
等
の

施
設
導
入
に
対
す
る
補
助

市
内
在
住
で
産
直
野
菜
を
出
荷
す
る
農
家

を
対
象
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
内
容

　
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
（
上
限
５
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
）
、
遊
休
ハ
ウ
ス
の
張
替
等
（
上

限
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
潅
水
施

設
、
管
理
機
の
導
入
に
要
す
る
経
費

■
補
助
額
（
上
限
額
有
り
）

・
ミ
ニ
ハ
ウ
ス

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

・
遊
休
ハ
ウ
ス

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

・
潅
水
施
設

　
資
材
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

・
管
理
機
　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

※
潅
水
施
設
、
管
理
機
は
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
と
併
せ

た
導
入
が
条
件
で
す
。

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

市
有
林
を
活
用
し
た

わ
さ
び
栽
培
に
対
す
る
補
助

市
が
整
備
し
た
林
間
わ
さ
び
の
ほ
場
を
活

用
す
る
人
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
ほ
場
の
場
所

　
前
津
江
地
区
、
中
津
江
地
区
、
上
津
江

地
区

■
貸
出
料

　
年
間
７
０
０
円
程
度

　
（
約
10
ア
ー
ル
当
た
り
）

■
補
助
対
象

　
３
ア
ー
ル
以
上
の
整
地
を
行
い
、
共
同

出
荷
を
す
る
人

■
補
助
内
容
　
土
壌
改
良
、
肥
料
散
布
等

に
要
す
る
経
費

■
補
助
額
　
上
限
額
１
２
５
０
円

　
（
１
ア
ー
ル
当
た
り
）

※
栽
培
方
法
は
、
大
分
県
西
部
振
興
局
生
産
流

通
部
、
大
分
県
農
業
協
同
組
合
中
西
部
事
業

部
が
指
導
し
ま
す
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
12
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
中
央
公
園

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
日
田
プ
レ
イ
ス
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
８
６
６
５
‐
０
８
７
７

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

〜
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
に
は
〜

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
15
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
咸
宜
公
民
館

問
家
庭
倫
理
の
会
日
田
市
子
育
て
委
員
会

　
☎
０
８
０‐

１
７
２
４‐

３
９
８
３
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こころちゃん

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

一
斉
情
報
伝
達
試
験

市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー

ト
）
を
使
用
し
た
一
斉
情
報
伝
達
試
験
放

送
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
　
５
月
15
日
㈬
　
午
前
11
時
頃

■
放
送
内
容

　
「
こ
れ
は
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
　

問
防
災
・
危
機
管
理
課
防
災
・
危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

銃
砲
や
刀
剣
類
の
所
持
・
売
買
の
た
め
に

は
登
録
が
必
要
で
す
。
未
登
録
や
新
規
取

得
の
人
は
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
５
月
８
日
、
７
月
10
日
、
９
月

11
日
、
11
月
13
日
、
令
和
２
年
１
月
８

日
、
３
月
11
日
（
全
て
水
曜
日
）

※
全
て
午
後
１
時
〜
５
時
。
（
受
付
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

■
と
こ
ろ
　

　
大
分
県
庁
舎
別
館
８
階
　
84
会
議
室

※
会
場
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の
　
現
物
、
発
見
届
出
済

証
、
登
録
手
数
料
（
１
件
　
６
３
０
０
円
）

※
再
交
付
に
は
、
手
数
料
（
１
件
３
５
０
０

円
）
が
必
要
で
す
。

※
家
族
以
外
の
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
で

す
。

問
大
分
県
教
育
庁
文
化
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
８

　
文
化
財
保
護
課
文
化
財
管
理
係

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
市
役
所
別
館
２
階
）

固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

今
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
５

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
納
付
書
払
い
の

人
は
１
年
分
（
第
１
期
〜
第
４
期
）
の
納

付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
た
め
大
切
に
保

管
し
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
一
括
し
て
納
付
す
る
場
合

は
第
１
期
か
ら
第
４
期
の
納
付
書
４
枚
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
１
期
の
納
期
限
　
５
月
31
日
㈮

※
納
付
書
は
改
元
後
も
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６
（
市
役
所
１
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助

住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
建
物

は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
部
分
が
延

べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の
併
用
住
宅
を

含
む
）
で
す
。
自
宅
の
耐
震
性
を
確
認
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
補
助
額

・
耐
震
診
断

　
（
限
度
額
　
７
万
５
千
円
〜
11
万
円
）

・
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
　
80
万
円
）

・
部
分
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
　
60
万
円
・
30
万
円
）

※
建
物
区
分
や
改
修
方
法
に
よ
っ
て
限
度
額
が

異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
20
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

三
世
代
同
居
世
帯

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

18
歳
未
満
の
子
供
を
含
む
三
世
代
以
上
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
（
申
請
日
以
降
に
三
世

代
と
な
る
世
帯
を
含
む
）
の
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

①
三
世
代
同
居
子
育
て
支
援
型

世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
総
額
が
６
０
０

万
円
未
満
の
世
帯
限
定

■
工
事
要
件
　
子
育
て
の
た
め
に
行
う
改

修
工
事
で
補
助
対
象
費
用
が
30
万
円
以

上
の
工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
費
用
の
10
分
の
２

　
（
限
度
額
　
30
万
円
）

②
三
世
代
同
居
支
援
型

■
工
事
要
件
　
玄
関
、
ト
イ
レ
、
浴
室
、

キ
ッ
チ
ン
の
部
位
の
う
ち
一
部
位
以
上

を
増
設
し
、
増
設
後
に
二
部
位
以
上
が

複
数
と
な
る
工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
費
用
の
10
分
の
５

　
（
限
度
額
　
75
万
円
）

③
三
世
代
同
居
高
齢
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
で
、
世

帯
全
員
の
前
年
の
所
得
総
額
が
３
５
０
万

円
未
満
の
世
帯
限
定

■
工
事
要
件
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

で
補
助
対
象
費
用
が
30
万
円
を
超
え
る

工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
費
用
の
10
分
の
２

　
（
限
度
額
　
30
万
円
）

■
申
込
期
限
　
12
月
20
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業

今
年
度
か
ら
通
学
路
沿
い
の
危
険
な
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
除
却
に
対
す
る
補
助
の
受
付
を

新
た
に
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
補
助
対
象
と
し
ま
す
。

①
通
学
路
に
面
し
て
い
る
こ
と

②
高
さ
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
も
の

③
著
し
い
ひ
び
割
れ
や
傾
き
が
あ
り
、
危

険
な
状
態
に
あ
る
も
の

■
補
助
額

　
補
助
対
象
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
除
却
に
要

す
る
費
用
の
２
分
の
１

　
（
限
度
額
　
10
万
円
）

■
申
込
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

５
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
５
月
10
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

　在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人
を

対
象
に
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提
供
や

意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
５
月
９
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
４
階
　
４
０
１
会
議
室

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
５
月
８
日
㈬

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

健
康
で
活
力
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
、
80

歳
で
20
本
の
歯
を
残
す
こ
と
を
目
指

す
「
８
０
２
０
運
動
」
の
一
環
と
し
て
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
２
日
㈰
　 

※
時
間
は
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
参
加
要
件
　

・
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
む
し
歯
無
し
又
は
全
て
治
療
済
み
の
親

と
平
成
30
年
度
に
３
歳
児
健
診
を
受
診

し
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
幼
児

・
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
80
歳
以
上
（
昭
和
14
年
３
月
31
日
以
前

生
ま
れ
）
で
自
分
の
歯
（
歯
の
根
）
が

20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人

※
過
去
に
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
人
は
除
き

ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
５
月
14
日
㈫

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
出
産

準
備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
と
き
　
６
月
７
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
６
月
14
日
㈮
　

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ

方
、
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
６
月
21
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
か
ら
の
お
話
、
産
後
の

サ
ポ
ー
ト

※
時
間
は
、
①
・
③
は
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
。
②
は
午
後
７
時
〜
９
時
。

　
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
限
　
６
月
５
日
㈬

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
参
加
者
募
集

講
義
や
調
理
実
習
を
通
じ
て
栄
養
や
食
に

つ
い
て
学
び
、
地
域
で
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と
き 

　
６
月
25
日
㈫
〜
令
和
２
年
３
月
10
日
㈫

（
原
則
第
４
火
曜
日
の
全
10
回
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
　
栄
養
実
習
室

■
募
集
要
件
　

・
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
70
歳
以
下
の
人

・
全
講
座
に
出
席
が
で
き
る
人

・
原
則
、
修
了
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
地
域
で
普
及
活
動
が
で
き
る
人

■
参
加
費
　
無
料

※
た
だ
し
、
食
品
成
分
表
代
５
４
０
円
が
必
要

で
す
。

■
募
集
数
　
24
人
（
先
着
順
）

■
募
集
期
限
　
５
月
17
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

在
宅
重
度
障
が
い
者

住
宅
改
造
資
金
の
助
成

障
が
い
の
内
容
に
応
じ
た
住
宅
の
改
造
資

金
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
障
が
い
者
で
、
本
人
が

属
す
る
世
帯
の
生
計
中
心
者
（
対
象
と

な
る
障
が
い
者
の
生
計
を
実
質
的
に
支

え
る
者
）
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
場
合

■
助
成
額

　
補
助
基
準
額
の
３
分
の
２
以
内

　
（
限
度
額
　
40
万
円
）

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈮

※
詳
細
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

高
齢
者
住
宅
改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
身
体
状
況
の
在
宅
高

齢
者
が
い
る
住
宅
を
住
み
や
す
く
整
備
す

る
た
め
の
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
生
計
中
心

者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０
０
万
円

未
満
の
世
帯

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
・
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事

　
玄
関
（
他
の
室
外
へ
の
出
入
口
）
、
浴

室
、
便
所
、
廊
下
、
台
所
、
階
段
な
ど

へ
の
手
す
り
設
置
、
段
差
解
消
、
床
や

通
路
面
の
材
料
変
更
等

■
助
成
額
　
対
象
費
用
の
３
分
の
２
以
内

（
限
度
額
　
40
万
円
）

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
保

険
の
住
宅
改
修
を
含
む
。

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈮

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
き
が
必
要
で
す
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

離
乳
食
教
室

生
後
５
か
月
か
ら
９
か
月
の
乳
児
の
保
護
者

を
対
象
に
離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
11
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
募
集
数
　
15
人
程
度
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈮

※

電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り
な
が

ら
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
５
月
11
日
㈯
　
40
〜
60
代
の
独
身
男
女

②
５
月
18
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

③
５
月
25
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

第
52
回
津
江
山
系
釈
迦
連
峰
山
開
き

登
山
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
釈
迦
岳
や
御
前
岳
な
ど
津
江

三
山
と
い
わ
れ
る
標
高
千
メ
ー
ト
ル
級
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
雄
大
な
自
然
の
中
で
行

わ
れ
る
、
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
抽
選

会
、
出
店
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
５
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

　
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
奥
日
田
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー

ル
ド
内
（
椿
ケ
鼻
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
）

問
山
祭
会
議
事
務
局
（
折
居
）

　
☎
０
８
０‐

８
５
６
９
‐
９
６
７
２

　
前
津
江
振
興
局
☎
53
２
１
１
１

駅
前
広
場
の
完
成
イ
ベ
ン
ト

日
田
駅
前
の
賑
わ
い
と
交
流
の
場
を
創
出

す
る
た
め
整
備
を
進
め
て
い
た
、
日
田
駅

前
の
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
風
船
飛
ば

し
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
５
月
12
日
㈰
　
正
午
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
駅
前
広
場

※
風
船
飛
ば
し
は
０
時
50
分
頃
行
う
予
定
で
す
。

問
日
田
市
商
店
街
連
合
会

　
☎
㉔
５
３
９
１

　
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

①
春
の
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

天
体
望
遠
鏡
で
月
と
木
星
及
び
初
夏
の
星

座
の
観
察
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
５
月
11
日
㈯
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
集
合
場
所
　
桂
林
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
車
は
ア
オ
ー
ゼ
に
停
め
て
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
日
田
天
文
同
好
会
に
よ
る

星
座
な
ど
の
お
話
会
を
行
い
ま
す
。

②
春
の
自
然
観
察
会

■
と
き
　
５
月
18
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
カ
シ
ノ
キ
ヅ
ル
谷
（
中
津
江
村
）

■
集
合
場
所
　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

※
８
時
15
分
ま
で
に
集
合
。

■
募
集
数
　
20
人

※
弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
等
を
持
参
し
、
上
下

長
袖
の
服
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

５
月
は
「
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
」
で
す
。

（
申
込
不
要
）

■
と
き
　
５
月
18
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

④
春
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■
と
き
　
５
月
19
日
㈰
　
午
前
８
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
竜
体
山
公
園

■
集
合
場
所
　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

※
７
時
50
分
ま
で
に
集
合
。

■
募
集
数
　
20
人

※
飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
で
す
。
５
月
８

日
㈬
以
降
に
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

高
齢
者
安
全
運
転
講
習
会

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
自
動
車
運
転
免

許
を
持
つ
人
を
対
象
に
、
自
動
車
の
安
全

運
転
を
再
確
認
し
て
も
ら
う
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
８
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
日
田
自
動
車
学
校

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
15
人
（
先
着
順
）

■
募
集
期
間
　
５
月
７
日
㈫
〜
20
日
㈪

※
申
込
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
日
田
警
察
署
交
通
課
☎
㉓
２
１
３
１

　
交
通
安
全
協
会
日
田
支
部
☎
㉔
４
６
０
１

　
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

防
災
管
理
新
規
講
習

■
と
き
　
６
月
13
日
㈭
　
午
前
９
時
〜

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
）

■
受
付
期
間
　
５
月
14
日
㈫
〜
20
日
㈪

■
受
講
料
　
６
５
０
０
円

■
募
集
数
　
80
人

※
受
講
申
込
書
は
日
田
消
防
署
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

問
（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
教
室
生
募
集

60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
高
齢
者
の
生

タ
ウ
ン
情
報

募
集

イ
ベ
ン
ト

人権コラム　　心、豊かに

リボンに込められた思い

　テレビのニュース等でリボン型のピンバッチ
を胸に着けている人や同じ色のリボンなどを身
に着けて啓発活動をしている人たちを見たこと
はないでしょうか。これは「アウェネスリボ
ン」と呼ばれるもので、“アウェネス”には「気付
く・意識する」という意味があります。アウェ
ネスリボンは「○○リボン」と名のつく活動の
シンボルであるリボンを総称するもので、それ
ぞれの色が表す様々な社会問題に対して、支援
する活動への参加や賛同の意思表示として世界
各国で使用されています。代表的なものとして
ピンクリボンがあり、乳がんの早期発見や早期
治療の大切さを啓発する意味があります。ま
た、障がい者の社会参加の支援を意味するイエ
ローリボンは、障がい者個人が尊重され自立で
きる社会の実現を目指す意思が込められていま
す。女性へのＤＶ（配偶者からの暴力）の根絶
を意味するパープルリボン。さらに、北朝鮮に
よる日本人拉致被害者救出やその家族の支援を
意味するブルーリボンの青色は、被害者の祖国
日本と北朝鮮を隔てる「日本海の青」、被害者
と家族を唯一結んでいる「青い空」をイメージ
しています。その他にも、日本では児童虐待防
止を意味し、海外では反人種差別を意味するオ
レンジリボンなど、一つの色が複数の意味を持
つものや複数の色の組み合わせによって意味を
持つものもあります。
　リボン以外のものでもそのリボンと同じ色の
衣服や小物などのアイテムを身に着けることで
支援の意思表示になります。自分が賛同する活
動にアウェネスリボンがあるか調べてみるのも
良いかもしれません。
　一人ひとりの小さな行動から問題解決の糸口
になったケースも少なくありません。「力にな
りたい」という思いを目に見える形で周囲に意
思表示することで、その先の行動に移すきっか
けとなります。自分だけでなく周囲の人にもリ
ボンの色に込められた思いの輪を伝え、広げる
ことから始めてみませんか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
、
趣
味
の
教
室
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

■
教
室
内
容

　
囲
碁
、
将
棋
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ペ
タ
ン

ク
、
手
芸
、
木
工
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど

■
と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
入
会
や
見
学
希
望
な
ど
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２
１
２
３

ミ
ニ
ハ
ウ
ス
等
の

施
設
導
入
に
対
す
る
補
助

市
内
在
住
で
産
直
野
菜
を
出
荷
す
る
農
家

を
対
象
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
内
容

　
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
（
上
限
５
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
）
、
遊
休
ハ
ウ
ス
の
張
替
等
（
上

限
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
潅
水
施

設
、
管
理
機
の
導
入
に
要
す
る
経
費

■
補
助
額
（
上
限
額
有
り
）

・
ミ
ニ
ハ
ウ
ス

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

・
遊
休
ハ
ウ
ス

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

・
潅
水
施
設

　
資
材
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

・
管
理
機
　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

※
潅
水
施
設
、
管
理
機
は
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
と
併
せ

た
導
入
が
条
件
で
す
。

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

市
有
林
を
活
用
し
た

わ
さ
び
栽
培
に
対
す
る
補
助

市
が
整
備
し
た
林
間
わ
さ
び
の
ほ
場
を
活

用
す
る
人
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
ほ
場
の
場
所

　
前
津
江
地
区
、
中
津
江
地
区
、
上
津
江

地
区

■
貸
出
料

　
年
間
７
０
０
円
程
度

　
（
約
10
ア
ー
ル
当
た
り
）

■
補
助
対
象

　
３
ア
ー
ル
以
上
の
整
地
を
行
い
、
共
同

出
荷
を
す
る
人

■
補
助
内
容
　
土
壌
改
良
、
肥
料
散
布
等

に
要
す
る
経
費

■
補
助
額
　
上
限
額
１
２
５
０
円

　
（
１
ア
ー
ル
当
た
り
）

※
栽
培
方
法
は
、
大
分
県
西
部
振
興
局
生
産
流

通
部
、
大
分
県
農
業
協
同
組
合
中
西
部
事
業

部
が
指
導
し
ま
す
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
12
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
中
央
公
園

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
日
田
プ
レ
イ
ス
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
８
６
６
５
‐
０
８
７
７

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

〜
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
に
は
〜

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
15
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
咸
宜
公
民
館

問
家
庭
倫
理
の
会
日
田
市
子
育
て
委
員
会

　
☎
０
８
０‐

１
７
２
４‐

３
９
８
３

くらしの情報次回の広報ひた５月15日号は、５月15日㈬に発送します。Information ５.１ ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。

講
習
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まちの話題

楽しく真剣！防災講座
　３月17日、市の自主防災活性化事業のモデル地
区である丸蔵自治会で防災講座が開催された。同自
治会では、以前に防災士を招いて講座を開催してお
り、今回はさらに実践的な防災技術を学んだ。講座
はより多くの住民が参加しやすいよう、毎年行って
いる軽スポーツ大会と組み合わせて開催され、参加
者は楽しくも真剣に取り組んでいた。

私にもできる“むらづくり”
　３月12日、中津江振興局で「私にもできる“むら
づくり”」と題して地域づくり講演会が開催され
た。主催は地元の住民自治組織「中津江むらづくり
役場」で、当日は約50人が参加した。講師からは
行事や会議等を抱き合わせる効率的な事例等が説明
され、参加者は安心できる暮らしの継続に向けて熱
心に聞き入っていた。

わっはっは！笑顔と笑い声が増幅中
　中大山の「きらくの会」は、健康相談や脳トレ
を取り入れたお茶飲みを楽しく続けている。認知
症予防ゲームでは、難易度が上がると思わぬ動き
が出て大爆笑。参加者は昼間一人で過ごすことが
多く、「しゃべって大笑いして、みんなと一緒や
き楽しい」「次までに家で練習しよう」と、回を
重ねるごとに笑顔と楽しみが増えている。

暮らしの困りごとはありませんか？
　３月20日、定例行政相談が振興局で行われ、大
山地区の行政相談委員として活動している矢羽田哲
雄さんが相談に応じた。矢羽田さんは13年以上地
域に寄り添い、住民から行政上の苦情や要望を受
け、助言や関係機関への改善申入れ等を行ってきた
が、３月末に任期満了を迎え退任。「相談者が最後
には笑顔で帰れるように」と心を砕いていた。

今年の吉凶を占う
　３月15日、小豆飯にできたかびの生え方で地域
と五穀の吉凶を占う「米占い」が大原八幡宮で行わ
れた。氏子によると「地形盆」の黒かびの様子から
川の災いを心配していた。また「五穀盆」の中心に
黒かびがあり植え付け時期の天候が心配だが、外側
は白かび一色で覆われていることから収穫時期は良
好だろうと占っていた。

桜満開！楽しくウォーキング！
　３月31日、大鶴公民館周辺のコースで「大鶴ウ
ォーキング」が開催された。今回新たなコースが追
加され、合計５コースとなった。参加者は自分の脚
力に合ったコースを選び、桜満開の山里の風景と自
然を満喫しながらウォーキングをした。ゴール地点
では、だんご汁が提供され、市内外から集まった約
300人の参加者は楽しい１日を過ごしていた。

美しい桜のトンネル
　３月30日・31日の２日間、いいちこ日田蒸留所
で「春の蔵開き」が開催された。通常は公開してい
ない工場内部を見学できる蔵体験ツアーや杜の音楽
会などの多彩なイベントが開催され、会場はとても
にぎわっていた。また、会場内の桜並木が満開で訪
れた人は、美しい桜のトンネルの散策を楽しんでい
た。

大山

中津江 日田

日田産農産物が生まれ変わる！
　３月26日、坂井町のIMIRU kitchen studioで農
産物加工品開発講座成果発表会が開催された。講座
を受講した「日田アグリ株式会社」と「ひ菜た農
園」の２団体が地域の農産物を活用して新たに誕生
した、にんにくベースの調味料と、トマトのソース
の２商品の紹介を行った。どちらも簡単においしく
調理ができる新商品となっている。
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まちの話題

みんなが主役の公民館フェスティバル
　３月３日、第14回上津江公民館フェスティバル
が上津江体育館で開催された。
　ステージ発表では、公民館自主学習教室生を中心
に、こども園の園児や小・中学生も参加し、一般参
加者も含め23団体100人以上がプロ顔負けの歌や
ダンス、演奏などを披露し、会場を盛り上げた。
　最後は約200人の参加者全員が館内いっぱいの輪
になり「どっこいせ節」を踊り、その後「上津江村
の歌」を大合唱。子供から高齢者まで楽しめて、心
に残る一日となった。

唄って爽快、心もスッキリ
　３月16日、天ヶ瀬駅前のAzukiで、地元のにぎわ
いを取り戻そうと、うた声喫茶「65’～75’を唄お
う！」が開催された。昔のように駅前を人の集まる
場所にし、盛り上げたいと地元有志が行ったもの
で、伴奏は地元のマリーヒルトリオが行った。参加
者は「青春時代に戻ったようだ」と、懐かしみなが
ら表情豊かに歌っていた。

健康寿命日本一を応援します
　３月13日、特別養護老人ホーム喜楽苑で地域交
流広場が完成し、竣工式が行われた。地域の人が集
まり健康づくりができるように整備されたもので、
500メートルのウォーキングコースや幼児用遊具、
高齢者用トレーニング器具や休憩所などが設置され
た。広場は、健康寿命が日本一になるようにとの思
いを込めて無料で開放されている。

地域をきれいに！
　３月24日、出野地区で約50人が参加し、自治会
によるガードレールの清掃活動が行われた。３年間
で地域全てのガードレールを磨く予定としており、
今回で３回目となる。また、清掃活動と併せて県道
沿いにアジサイなどを植栽し、景観美化を行った。
昼食は地元女性部による豚汁などが振る舞われ、１
日をかけて地域をきれいにした。

心の栄養、笑顔でゴー！
　３月18日、前津江公民館で「幸齢者学級」が行
われた。今回は、大分市から大分県人権問題講師団
の安東鈴代先生を招いて「心の栄養～今が青春、笑
顔でゴー！」をテーマに人権講演会が行われた。講
演会は、歌やフラダンスなどを取り入れた内容で、
参加者は笑顔と元気があふれ、会場はほのぼのとし
た雰囲気となった。

ワンツーワンツー！キック！
　上・中津江地域の親子が月２回、キックボクシン
グの動作を取り入れた運動「ボクササイズ」を行っ
ている。健康増進と親睦を深めるために始めたもの
で、「ハイ！ワンツーワンツー！キック」の掛け声
に合わせ、グローブでのミット打ちや数種類のメニ
ューを行った。「ルールを守る。挨拶をする」を基
本に６組の親子は元気いっぱい体を動かしている。

いらっしゃいませ～！これください！
　２月20日、すぎっ子こども園で「お店屋さんご
っこ」が開催された。手作りの財布と色分けされた
お金を使い、店員役、お客さん役に分かれて「お買
い物体験」を行った。お花屋さんやお菓子屋さんな
ど、アイデア満載の様々なお店や商品が並び、「い
らっしゃいませ～！」「これください！」と元気の
良い園児の声が室内に響き渡っていた。

天瀬

前津江

上津江
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土日 月 火 水 木 金

５月の休館日（○…休館日）

９
16
23
30

２

28

７
14
21

４
11
18
25

27

６
13
20

１
８
15
22
2926

５
12
19

31

10
17
24

３

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

地域おこし協力隊活動⑬
地域を盛り上げます！ 今回は農業振興課に所属している門脇さんを紹介します！

大好き図書館！

門脇美恵子さん
み え こ

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　５月11日㈯　
　午後３時～
　５月25日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

  

心の架け橋

　ある視覚障がいの人が観光のためホテルに予約をし
た際のことです。盲導犬も一緒だとホテルに伝えたと
ころ「他のお客様も多くいらっしゃるので、盲導犬と
の宿泊は対応しかねます。」との回答でした。このお
客様は仕方なく旅行先を変更したそうです。このよう
な事例をなくすためには下記の理解が必要です。

●盲導犬の宿泊拒否は不当な差別的取扱いです
　盲導犬を理由に、宿泊を断ることは不当な差別的取
扱いとなります。また、「身体障害者補助犬法」とい
う法律があり、不特定多数の人が利用する施設では盲
導犬等の補助犬の同伴を拒んではいけません。

盲導犬と一緒にホテルに泊まりたい～視覚障がいの人の事例～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０

障がいへの理解

新刊情報
狂歌

佐伯琴子／著
日本経済新聞出版社

第10回日経小説大賞受賞作。
福岡のフリーペーパーの編集長・寺嶋きり葉のもと
に、広告主の男から１通の手紙が届く。時が経ち、男
は仮想通貨の取引所を起ち上げ、きり葉が社長を引き
受けていた。事業は順調に拡大していくが…。

＜著者紹介＞
1976年大分県日田市生まれ。一橋大学卒業後、旅行会
社に勤務。2008年、夫の転職を機に九州へ戻り、タウ
ン誌の広告営業と制作に携わった後、フリーのライタ
ーとして活動。『狂歌』で第10回日経小説大賞を受賞
し作家デビュー。

　2018年11月から日田市にお世話になっています、門
脇美恵子と申します。３年半前に福岡市からお隣のうき
は市へ引っ越して来てからの今回の移住です。病院や社
員食堂等で献立作成・栄養価計算の管理栄養士業務をし
ていました。また、イベント企画会社では販路拡大や商
品開発のお手伝いの経験も。そして、災害ボランティア
活動も参加しています。今後は食や人との交流の場の大
切さを重んじ、つなげるような取組をと思っています。
よろしくお願いします。

●合理的配慮（それぞれの配慮と対応の仕方の一例）▲

宿泊施設
お客様に盲導犬と一緒に宿泊する場合に必要なことを
確認し、障がいの状況や盲導犬のことを理解すること
が大切です。その上で、できる範囲の対応（エレベー
ター近くの部屋にする、盲導犬に他のお客様が触れな
いように周知など）を行い、全てのお客様を気持ちよ
く滞在できるように考えることが必要です。▲

盲導犬ユーザー以外の宿泊者
宿泊先に盲導犬がいる場合、触れたり驚かせたりし
ないように配慮することが大切です。

　図書館には、毎日たくさんの人が訪れます。みんなが気持
ちよく図書館を利用できるように、図書館利用のルールやマ
ナーについてもう一度確認してみましょう！
　図書館の本や雑誌、新聞など所蔵資料は、利用する全ての
人のものです。次に借りる人が気持ちよく利用できるよう以
下の点に注意しましょう。

返却本の汚れが目立っています
最近、返却本の汚れが目立っています。自宅で本を読むと
きに「飲みながら」「食べながら」は、やめましょう。本
を汚したり、破損したりする原因につながります。

コピーサービスなどを利用しましょう
利用したい情報がある場合、コピーサービスなどを利用し
ましょう。本や新聞を切り取らないようにしてください。

本を汚したら届け出ましょう
誤って本を汚したり、破ってしまった場合は、必ず窓口に
届け出ましょう。

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｎ

―
日
田
の
輝
き
人
を
紹
介
し
ま
す
―

「ここでしか食べられない」を心掛
けた食事を提供しています。是非、
一度足を運んでみてください。

◆
鈴
連
町
の
ヨ
リ
ド
コ
ロ

　
小
野
地
区
鈴
連
町
に
あ
る
１

軒
の
カ
フ
ェ
。
九
州
北
部
豪
雨

の
後
に
鈴
連
町
を
元
気
に
し
よ

う
と
地
元
有
志
で
立
ち
上
げ
た

団
体
「
す
ず
れ
元
気
村
」
が
古

民
家
を
改
装
し
開
い
た
カ
フ
ェ

だ
。

　
地
元
食
材
や
季
節
の
山
菜
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
い
、
郷
土
料
理
を
中

心
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
は
好
評
で
、

市
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
。

と
き
に
は
、
地
元
産
の
珍
し
い
野

菜
を
手
に
、
石
井
さ
ん
と
お
客
さ

ん
が
食
材
談
義
に
花
を
咲
か
せ

る
。
オ
ー
プ
ン
し
て
今
年
の
３
月

で
１
年
を
迎
え
た
。

仲
良
く
、
楽
し
く
、
愛
さ
れ
る
。

そ
ん
な
「
ヨ
リ
ド
コ
ロ
」
に
。

◆
地
元
の
元
気
の
ヨ
リ
ド
コ
ロ

　
平
成
29
年
７
月
、
オ
ー
プ
ン

予
定
日
の
２
日
前
に
水
害
に
遭

い
石
井
さ
ん
は
家
を
無
く
し
、

オ
ー
プ
ン
も
延
期
と
な
っ
た
。

「
家
は
無
く
な
っ
た
け
ど
、
カ

フ
ェ
は
残
っ
た
か
ら
、
ヨ
リ
ド

コ
ロ
を
作
ら
な
き
ゃ
っ
て
気
持

ち
だ
っ
た
。
今
思
え
ば
カ
フ
ェ

が
残
っ
た
か
ら
、
す
ず
れ
元
気

村
も
残
っ
た
と
思
う
よ
」

　
水
害
の
１
か
月
後
に
は
元
気

村
の
メ
ン
バ
ー
で
集
ま
り
、
全

員
の
総
意
で
再
始
動
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
カ
フ
ェ
全
員
の
気

持
ち
を
前
に
向
か
せ
、
11
月
に

は
地
元
の
人
限
定
で
ワ
ン
コ
イ

ン
定
食
を
提
供
す
る
ま
で
に
至

っ
た
。

◆
ヨ
リ
ド
コ
ロ
が
夢
あ
る
処
へ

　
「
僕
た
ち
は
年
齢
的
に
も
先
細

り
し
ち
ゃ
う
か
ら
、
将
来
こ
の
カ

フ
ェ
を
な
り
わ
い
に
し
た
い
っ
て

夢
を
持
っ
た
若
い
人
が
出
て
き
て

ほ
し
い
。
そ
の
た
め
な
ら
僕
ら
は

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
も
提
供
す
る

し
、
地
元
の
人
た
ち
と
つ
な
げ
た

り
も
す
る
。
若
い
人
が
こ
こ
で
挑

戦
し
て
、
将
来
的
に
夢
を
持
て
る

場
所
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
な
」
。

優
し
く
包
み
込
む
よ
う
な
笑
顔
で

石
井
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
た
。
　

今
号
は
、
小
野
地
区
の
地
元
団
体
「
す
ず
れ
元
気
村
」
が
運
営
す
る

古
民
家
カ
フ
ェ
の
店
長
で
あ
る
「
石
井
幹
夫
さ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「ここでしか食べられない」を心掛
けた食事を提供しています。是非、
一度足を運んでみてください。
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成31年３月31日現在） 

■人口　
　65,225人
　（前月比-454人）
・男　30,827人
・女　34,398人
■世帯数
　27,294世帯

　★わくわく制作（プレゼント作り）
　９日㈭　11:00～
　リズムの日
　21日㈫・28日㈫　11:00～
　療育事業（音あそび）
　24日㈮　11:00～
　チャレンジキッズ（ひまわりの種まき）
　29日㈬　15:30～ ９:00～17:30

月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　５月の主な催し　　

●プレゼント作り
　11日㈯　10:30～11:30
●お話し会
　　22日㈬　15:30～
　　23日㈭　10:30～
　リズム遊び
　30日㈭　10:30～11:00
　

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

●お家の人へのプレゼント作り
　　８日㈬　 10:30～
　　11日㈯　10:30～
　お話し会　15日㈬　10:30～
　すくすく相談
　23日㈭　10:00～
※母子健康手帳を持参してください。
　おしゃべり広場
　29日㈬　10:30～

●せいまお兄さんと遊ぼう
　14日㈫　10:00～11:00
●制作あそび
　21日㈫　10:00～12:00
●おしゃべりタイム
　28日㈫　10:00～12:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●ベビーマッサージ
　11日㈯　10:00～10:30
●フレンズデイ（土曜開放日）
　11日㈯　10:30～12:00
★親子クッキング
　15日㈬　 ９:45～12:00
●４・５月生まれのお誕生会
　24日㈮　11:00～
※誕生者は10:45までに来てください。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ママヨガ
　14日㈫　11:00～12:00
★カレンダー作り
　20日㈪　11:00～12:00
●お誕生会
　27日㈪　11:00～12:00
※誕生者は10:30までに来てください。
●身体計測
　30日㈭　11:00～12:00

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５
●子育て相談
　10日㈮　11:00～16:00
★親子クッキング
　17日㈮　10:00～12:00
●４・５月生まれのお誕生会
　21日㈫　11:00～
●リトミック
　27日㈪　11:30～12:00

乳

乳

乳

乳

乳

乳

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ５
　７月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　６月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

  （１歳・上城内町）

はると

川野絢叶ちゃん
 る  い

佐藤琉泉ちゃん
（１歳・池辺町）

小

小

乳

小

乳

乳

 な  なそうや
後藤菜々ちゃん
（１歳・あやめ台）

ひまり さき
三浦陽葵ちゃん
（１歳・石井町２丁目）

中島里穂子ちゃん
（１歳・市ノ瀬町）

り ほ こけんと すずか こうき
高倉涼歌ちゃん
（２歳・南友田町）

田中宏季ちゃん
（２歳・玉川町）

𠩤田拓昌ちゃん
（３歳・石井町２丁目）

たくま
和田樹奈ちゃん
（３歳・源栄町）

いつな
梶原陽翔ちゃん
（２歳・竹田新町）

み お
𠮷田美櫻ちゃん
（１歳・上手町）

後藤蒼弥ちゃん
（１歳・石松町）

　　　梅原 咲ちゃん
（１歳・夜明関町）

お子さまに合わせた予防接種スケジュールを自動で作
成し、接種日が近づくとメールでお知らせします。
登録は無料です。是非ご活用ください。

「日田市子育て情報ナビ」
　二次元コード

※募集数12世帯、材料費300円。

日田市
子育て情報ナビ

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

天瀬児童館　☎57８９２２

大山児童館　☎52２９０１ まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

2019. 5. 1　広報ひた広報ひた　2019. 5. 1 2223



1202
発
行
／
日
田
市
　
　
　
 〒
877－

8601　
大
分
県
日
田
市
田
島
２
丁
目
６
番
１
号
　
　
　
　
　
　
　
 日
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.hita.oita.jp/

 
編
集
／
地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係
　
☎
（
0973）

23－
3111　

　
印
刷
／
有
限
会
社
  中
央
印
刷
　

広
報
ひ
た

広報ひたは、資源保護のため植物油インキを使用しています。

４月１日

施行

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

（第７条）　　 障がい者への差別及び虐待を禁止します。
（第８条）　　 障がいや障がい者への相互理解を促進します。
（第９・10条）社会的障壁の除去のための合理的な配慮の提供をします。

日田市障がいによる

差別を解消し

誰もが

心豊かに暮らせる

まちづくり条例

誰もがお互いに尊重しあいながら、
共生する日田市づくりを行うために条例を制定しました。

市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
「
令
和
」
に
は
、
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中

で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
万
葉
集
の
梅
の
花
の
歌
32
首
の
序
文
に

あ
る
「
初
春
の
令
月
に
し
て
　
気
淑
く
風
和
ぎ
　
梅
は
鏡

前
の
粉
を
披
き
　
蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
す
」
か
ら
の
出
典

と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
中
で
「
厳
し
い
寒
さ
の
後
に
春
の

訪
れ
を
告
げ
、
見
事
に
咲
き
誇
る
梅
の
花
の
よ
う
に
、
一

人
ひ
と
り
の
日
本
人
が
明
日
へ
の
希
望
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
し

た
日
本
で
あ
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
込
め
「
令
和
」
に

決
定
し
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
代
を
迎
え
る
中
で
、
日
田
市
で
も
４
月

１
日
か
ら
新
た
な
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
の
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
施
行
に
伴
う
、

「
日
田
市
障
が
い
に
よ
る
差
別
を
解
消
し
誰
も
が
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
で
す
。
こ
の
条
例
は

「
差
別
及
び
虐
待
の
禁
止
」
、
「
相
互
理
解
の
促
進
」
、

「
市
に
お
け
る
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
た
め
の
合
理
的
配

慮
の
提
供
」
な
ど
を
は
じ
め
、
全
18
条
か
ら
な
る
条
例

で
、
誰
も
が
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
安
心
し
て
地

域
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

の
取
組
を
さ
ら
に
推
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

条
例
の
施
行
に
よ
っ
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
は
も
と
よ

り
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
中
に
お
い
て
も
必
要
な
指
針

と
す
る
こ
と
で
、
「
安
全
」
「
安
心
」
、
そ
し
て
「
心
を

寄
せ
合
う
」
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
観
光
・
交
流
都
市
を
目
指
す
日
田
市
に
と

っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
資
本
整
備
な
ど
に
反
映
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
さ
ら
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、
新
た
な
「
令
和
」
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
日
田
市
に
と
っ
て
の
新
し
い
時
代
が
、
人
々
が
美

し
く
心
を
寄
せ
合
う
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
時
代
で
あ

る
こ
と
を
、
強
く
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

62

よ

や
わ
ら

は

い

ご

ひ
ら

か
お
ら


